
注　意　事　項

1 　試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

2　この問題冊子は全 12 ページです。

試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落
らく
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及び汚れ等に気付いた場合は，

手をあげて試験監督者に知らせなさい。

3　試験開始の合図の後，受験地，受験番号，氏名を解答用紙に記入しなさい。

4　解答は，各設問の指示に従い，全て解答用紙の解答らんに記入しなさい。

5 　試験終了後，問題冊子は持ち帰ってかまいません。
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次の 1から 5までの問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　次の計算をしなさい。

①　3－（－ 5）

②　4＋ 8÷（－ 2）

③　（2 x2 － 8 xy）÷ 2 x

２　絶対値が 3である数をすべて答えなさい。

３　連立方程式	 y ＝ x ＋ 1　　　　を解きなさい。

	 2 x － y ＝ 5

４　次のアからオまでの数のなかから無理数をすべて選び，記号で答えなさい。

ア　		7　　　イ　－ 4　　　ウ　0.6　　　エ　		25　　　オ　	 1―2

5　（x＋４）（x－４）　を展開しなさい。
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けんたさんは，連続する 3つの整数の和がどんな数になるかを，下のように例をつくって

考えた。

＜けんたさんの考えた例＞

1 ＋ 2 ＋ 3 ＝ 6 ＝ 3 × 2

7 ＋ 8 ＋ 9 ＝ 24 ＝ 3 × 8

12 ＋ 13 ＋ 14 ＝ 39 ＝ 3 × 13

このことから，けんたさんは次のように予想した。

＜けんたさんの予想＞

連続する 3つの整数の和は，3の倍数になる。

このとき，次の①，②の問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

①　けんたさんの予想が正しいことは，次のように文字を使って説明することができる。

このとき，下の説明の中の 　　　　 にあてはまる nを使った式を答えなさい。ただ

し，2つの 　　　　 には，同じ式が入るものとする。

＜説明＞

連続する 3つの整数のうち，最も小さい整数を nとすると，連続する 3つの整数

は，n，n＋１，　　　　 と表すことができる。

したがって，それらの和は，

　　n＋（n＋１）＋（	　　　　	）＝ 3 n ＋ 3

　　　　　　　　　　　　　　＝ 3（n＋ 1）

n＋１は整数なので，3（n＋ 1）は 3の倍数である。

したがって，連続する 3つの整数の和は，3の倍数である。

２



― 3 ―

②　前のページに出てくる説明の中の式 3（n＋ 1）に着目すると，「連続する 3つの整数の

和は，3の倍数である。」ことのほかに，わかることがある。下のアからオまでのなかから

1つ選び，記号で答えなさい。

ア　連続する 3つの整数の和は，奇数である。

イ　連続する 3つの整数の和は，偶数である。

ウ　連続する 3つの整数の和は，3つの整数のうち最も小さい数の 3倍である。

エ　連続する 3つの整数の和は，3つの整数のうち中央の数の 3倍である。

オ　連続する 3つの整数の和は，3つの整数のうち最も大きい数の 3倍である。
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次の 1，２の問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1 �　公園とデパートは 2400 ｍ

離れていて，その間を 1 台

のシャトルバスが往復して

いる。

デパートで買い物を終え

たなおみさんは，シャトル

バスが公園を出発したのと同時に，バスが運行している道のすぐとなりの歩道をシャトル

バスと反対に，公園に向かって歩き始めた。

下のグラフは，なおみさんとシャトルバスが出発してから x分後の公園からの道のりを

yｍとし，なおみさんとシャトルバスの進んだようすを表したものである。
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３ 次の１，２の問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

１ 公園とデパートは2400ｍ離れていて，その

間を１台のシャトルバスが往復している。

デパートで買い物を終えたなおみさんは，

シャトルバスが公園を出発したのと同時に，

バスが運行している道のすぐとなりの歩道

をシャトルバスと反対に，公園に向かって

歩き始めた。

下のグラフは，なおみさんとシャトルバスが出発してから x 分後の公園からの距離

を y ｍとし，なおみさんとシャトルバスの位置関係を表したものである。

このとき，次の①，②の問いに答えなさい。

① なおみさんは，デパートを出発してから10分後に，公園から何ｍの地点にいるか。

(m)

0 10 20 30 40

1200

2400

公園

なおみさん

シャトルバス

（分）

1800

600

デパート

（ｍ）

公園 （分）

このとき，次の①，②の問いに答えなさい。

①　なおみさんが，デパートを出発してから 10 分後にいる地点は，公園から何ｍか。

３
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②　なおみさんは，1回だけシャトルバスに後ろから追い越される。そのときの時間と地

点を知りたい。このとき，どのような連立方程式を立てればよいか。次のアからエまで

のなかから正しいものを１つ選び，記号で答えなさい。

ア　　y＝ 60x ＋ 2400	 イ　　y＝ 60x ＋ 2400

　　　y＝ 400x	 　　　y＝－400x ＋ 8000

ウ　　y＝－60x ＋ 2400	 エ　　y＝－60x ＋ 2400

　　　y＝ 400x		 　　　y＝－400x ＋ 8000

２　y＝ x2 で x の値が－1から 2まで増加するときの変化の割合を求めなさい。
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ＡＢ＝ 6㎝，ＢＣ＝ 12 ㎝，∠Ｂ＝ 90°の直

角三角形ＡＢＣがある。点Ｐは点Ａを出発し

て，辺ＡＢ上を点Ｂまで 1秒間に 1 ㎝の速さ

で動く。また，点Ｑは点Ｂを出発して，辺ＢＣ

上を点Ｃまで 1秒間に 2㎝の速さで動く。

点Ｐと点Ｑが同時に出発するとき，△ＰＢＱ

の面積が 5㎠になるのは出発してから何秒後

か。

この問題の答えは，下のようにして求めることができる。

このとき，下の 　　　　　　，　　　　　　 にあてはまる式と，　　　　，　　　　

にあてはまる数を，それぞれ解答用紙の答えのらんに書きなさい。

ただし，　　　　 ＜ 　　　　 とする。

〔求め方〕

点Ｐと点Ｑが動き始めてから，x秒後に△ＰＢＱの面積が 5㎠になるとすると，

ＡＰ＝ x㎝　なので，ＢＰ＝　　　　　　	（㎝）

また，ＢＱ＝　　　　　　	（㎝）と表すことができる。

よって，次のような 2次方程式ができる。

　（　　　　　　	）×（　　　　　　	）×
1
―
2
＝ 5

これを解くと，

　　x2 － 6 x ＋ 5 ＝ 0

　（x－　　　　	）（x－　　　　	）＝ 0

　　　　　x＝　　　　，　　　　

xの範囲は，0≦ x ≦ 6 なので，

x＝　　　　，　　　　 は問題にあう。

答え　出発してから 　　　　 秒後と，　　　　 秒後に△ＰＢＱの面積は5㎠になる。

４

ア　 イ ウ エ

ウ エ

ア　

イ　

ア　 イ　

ウ エ

ウ エ

ウ エ

ウ エ

Ａ

Ｐ

Ｂ ＣＱ
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次の 1，２の問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　下の度数分布表は，ある中学校の 3年生 42 人の 4月の図書室の本の貸し出し数をクラ

スごとにまとめたものです。

３ 年生の ４月の本の貸し出し数の記録

　　このとき，次の①，②の問いに答えなさい。

①　3年 1組の 4月の本の貸し出し数の平均値を求めなさい。

②　この度数分布表からいえることを，次のアからエまでのなかから 1つ選び，記号で答

えなさい。

ア　2組の貸し出し数の最小値は 2冊である。

イ　学年全体の貸し出し数の最頻値は 5冊である。

ウ　貸し出し数の中央値は１組の方が大きい。

エ　貸し出し数が 6冊以上 8冊未満の生徒のクラス全体に対する割合は，1組も 2組も

同じである。

5

- 7 -

５ 次の１，２の問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

１ 下の度数分布表は，ある中学校の３年生42人の４月の図書室の本の貸し出し数をク

ラスごとにまとめたものです。

３年生の４月の本の貸し出し数の記録

本の貸し出し数（冊） ３年１組 ３年２組

以上 未満 度数（人） 相対度数 度数（人） 相対度数

０～２ ４ 0.20 ２ 0.09

２～４ ６ 0.30 ４ 0.18

４～６ ７ 0.35 ８ 0.36

６～８ ２ 0.10 ２ 0.09

８～10 １ 0.05 ４ 0.18

10～12 ０ 0.00 ２ 0.09

計 20 1.00 22 1.00

このとき，次の①，②の問いに答えなさい。

① ３年１組の平均値を求めなさい。

② この度数分布表からいえることを，次のアからエまでのなかから正しいものを

１つ選び，記号で答えなさい。

ア ２組の貸し出し数の最小値は２冊である。

イ 学年全体の貸し出し数の最頻値は５冊である。

ウ 貸し出し数の中央値は１組の方が大きい。

エ 貸し出し数が６冊以上８冊未満の生徒のクラス全体に対する割合は，１組も

２組も同じである。

以上　未満 度数（人） 度数（人） 相対度数

３年１組本の貸し出し数（冊） ３年２組

相対度数
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２　大小 2つのサイコロを同時に投げるとき，出た目の数の和が 6となる確率を求めなさ

い。
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次の 1から ３までの 　　　　 にあてはまる数を解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　図Ⅰにおいて，ℓ//m である。このと

き，∠ xの大きさは 　　　　 度である。

２　図Ⅱにおいて，3点Ａ，Ｂ，Ｃはすべて

円Ｏの円周上にあり，ＢＣは円の直径であ

る。

∠Ｂ＝ 30°のとき，∠x の大きさは

　　　　 度である。

３　図Ⅲの△ＡＢＣにおいて，辺ＡＢの中点を

Ｄ，辺ＡＣを 3等分する点をＡに近い方か

ら順にＥ，Ｆとする。ＤＥ＝ 8 ㎝のとき，

線分ＢＦとＣＤの交点をＧとすると，ＢＧの

長さは 　　　　 ㎝である。

6

45°

図Ⅰ

28°

図Ⅰ

図Ⅱ

Ａ

Ｂ

30°Ｏ・

Ｃ

図Ⅱ

図Ⅲ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
Ｇ

ＣＢ

Ａ

8㎝

図Ⅲ
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次の 1から ３までの問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

1　図Ⅰの△ＡＢＣはＡＢ＝ＡＣ，∠Ａ＝90°の

直角二等辺三角形である。

ＡＢ＝ 5 ㎝のとき，辺ＢＣの長さを求め

なさい。

２　図Ⅱのような立方体があり，線分ＦＨは

正方形ＥＦＧＨの対角線である。このとき，

∠ＢＦＨの大きさについて正しく述べられ

ている文を，アからオまでのなかから１つ

選び，記号で答えなさい。

ア　∠ＢＦＨの大きさは，0°より大きく 45°より小さい。

イ　∠ＢＦＨの大きさは，45°である。

ウ　∠ＢＦＨの大きさは，45°より大きく 90°より小さい。

エ　∠ＢＦＨの大きさは，90°である。

オ　∠ＢＦＨの大きさは，90°より大きい。

7
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７ 次の１から３までの問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

１ 図Ⅰの△ＡＢＣはＡＢ＝ＡＣ，∠Ａ＝90°

の直角二等辺三角形である。

ＡＢ＝５cmのとき，辺ＢＣの長さを

求めなさい。

図Ⅰ

２ 図Ⅱのような立方体があり，線分ＨＦは

正方形ＥＦＧＨの対角線である。このとき，

∠ＢＦＨの大きさについて正しく述べられ

ている文を，アからオまでのなかから１つ

選び，記号で答えなさい。

図Ⅱ

ア ∠ＢＦＨの大きさは，０°より大きく45°より小さい。

イ ∠ＢＦＨの大きさは，45°である。

ウ ∠ＢＦＨの大きさは，45°より大きく90°より小さい。

エ ∠ＢＦＨの大きさは，90°である。

オ ∠ＢＦＨの大きさは，90°より大きい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｈ
Ｇ

ＦＥ

Ｄ
Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｂ Ｃ

図Ⅰ
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７ 次の１から３までの問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

１ 図Ⅰの△ＡＢＣはＡＢ＝ＡＣ，∠Ａ＝90°

の直角二等辺三角形である。

ＡＢ＝５cmのとき，辺ＢＣの長さを

求めなさい。

図Ⅰ

２ 図Ⅱのような立方体があり，線分ＨＦは

正方形ＥＦＧＨの対角線である。このとき，

∠ＢＦＨの大きさについて正しく述べられ

ている文を，アからオまでのなかから１つ

選び，記号で答えなさい。

図Ⅱ

ア ∠ＢＦＨの大きさは，０°より大きく45°より小さい。

イ ∠ＢＦＨの大きさは，45°である。

ウ ∠ＢＦＨの大きさは，45°より大きく90°より小さい。

エ ∠ＢＦＨの大きさは，90°である。

オ ∠ＢＦＨの大きさは，90°より大きい。

Ａ

Ｂ Ｃ

Ａ

Ｈ
Ｇ

ＦＥ

Ｄ
Ｃ

ＢＢ

Ｄ

Ａ

Ｈ
Ｇ

Ｅ Ｆ

Ｃ

図Ⅱ
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３　図Ⅲの投影図で表された円柱の体積を求め

なさい。ただし，円周率はπとする。
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３ 図Ⅲの投影図で表された立体の体積を求め

なさい。ただし，円周率はπとする。

図Ⅲ

10cm

6cm

（
立
面
図
）

（
平
面
図
）

6㎝

10㎝

（
立
面
図
）

（
平
面
図
）

図Ⅲ
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下の図のように△ＡＢＣの辺ＢＣ上に，∠ＢＣＡ＝∠ＢＡＤとなるように点Ｄをとると，	

△ＡＢＣ∽△ＤＢＡであることは下のように証明することができる。

このとき，次の①，②の問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

①　下の 　　　　　　 にあてはまる角と，　　　　　　　　　　 にあてはまる言葉を書

きなさい。
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８ 下の図のように△ＡＢＣの辺ＢＣ上に，∠ＢＣＡ＝∠ＢＡＤとなるように点Ｄをと

ると，△ＡＢＣ∽△ＤＢＡであることは下のように証明することができる。

このとき，次の①，②の問いの答えを解答用紙の答えのらんに書きなさい。

① 下の ア にあてはまる角と， イ にあてはまる言葉を

書きなさい。

〔証明〕

△ＡＢＣと△ＤＢＡにおいて，

仮定より，

∠ＢＣＡ＝∠ＢＡＤ ････････････(1)

共通の角だから，

∠ＣＢＡ＝ ア ････････････(2)

(1)，(2)より， イ がそれぞれ等しいから，

△ＡＢＣ∽△ＤＢＡ

② △ＡＢＣと△ＤＢＡの相似比を求めなさい。

Ａ

Ｂ ＣＤ

6cm 8cm

12cm

8㎝6㎝

12㎝

Ａ

ＤＢ Ｃ

〔証明〕

△ＡＢＣと△ＤＢＡにおいて，

仮定より，

　∠ＢＣＡ＝∠ＢＡＤ	 ････････････ ⑴

共通の角だから，

　∠ＣＢＡ＝　　　　　　	 ････････････ ⑵

⑴，⑵より，　　　　　　　　　　 がそれぞれ等しいから，

　△ＡＢＣ∽△ＤＢＡ

②　△ＡＢＣと△ＤＢＡの相似比を求めなさい。

8

ア　 イ　

ア　
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